
國學院大學 独自調査        プレスリリース 
 

 

新社会人に聞く「自分の将来へ期待と不安」 
ー期待と不安が拮抗。ただし、男女で対照的な結果― 

 

國學院大學（学長：赤井益久）では、初任給の使い道などについて新社会人となる本学４年生にアンケート調査を

実施し 124 名から有効回答を得ました。主な調査結果・調査概要は下記のとおりです。 

 

   主な調査結果 

 期待と不安の程度を５つの選択肢（ 「期待大

きい」「やや期待大きい」「不安大きい」「やや

不安大きい」「どちらともいえない」）で尋ねたと

ころ、それぞれの割合は拮抗する結果となっ

た。 
 男女を比較すると、男性が「期待＞不安」に対

して、女性は「期待＜不安」と対照的な結果が

観察された。 

 
 調査概要 

 調査方法 ： 学内者専用ｼｽﾃﾑによるｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾘｻｰﾁ 

（誤差: 誤差値±0.17％ 信頼度 95％） 

 有効回答数 ：今年度本学を卒業する大学４年生男女 124 名調

査日時 ：2015 年 3 月 3 日（火）～3 月 18 日（水） 

 調査機関 ：國學院大學 

 

 解説コメント 

解説：宮下雄治 （國學院大學経済学部准教授） 

将来に対する期待と不安について、男子と女子の結果が対照的になったのは興味深い。男性は、期

待が不安を 15.2 ポイント上回るのに対し、女性では反対に不安が期待を 7.7 ポイント上回る結果となっ

た。このような男女差が生じる要因を特定することは今回の調査からは困難であるが、その要因の一つ

として考えられることは、男性よりも女性の方が結婚や出産といったライフステージの変化を自身のキャリ

ア形成にダイレクトに影響を受けやすいという現実が、将来への不安感を生じさせていると思われる。 

 

宮下雄治 國學院大學経済学部准教授 専門：マーケティング論、消費分析 

消費行動・購買心理に関する消費者調査、店頭プロモーションの効果分析、日本企業のマーケティング戦

略に関する調査などに携わる 

調査データの無断転載・引用を防ぐため、詳細は個別に提供いたします。転載・引用を

ご希望の方、本調査に関するお問い合せはこちらまで。 
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■ 本件の転載・引用・取材等のお問い合わせ先 ■ 

國學院大學  総合企画部広報課 担当：高次（ﾀｶﾂｷﾞ）    

〒150-8440   東京都渋谷区東 4-10-28 

TEL：03-5466-0130   FAX：03-5466-0528    MAIL: kouho@kokugakuin.ac.jp 


